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レーザー転写（Laser-Induced Forward Transfer, LIFT）は、光と物質の相互作用により過渡的に誘

起されるレーザーアブレーションなどを利用して、“物質を移す”手法である[1-5]。本技術を駆使

すれば、大気圧下でナノメートル・マイクロメートルサイズ微粒子を自在に描画[1-3]、均一なナ

ノ粒子を形成[4]、直径100 µm のタンパク質含有マイクロチップをタンパク質の生理活性を保持し

た状態でデリバリーできる[5]など、他技術にはない特長を有する。最近ではバイオマテリアル等

の 3D プリンティング応用も期待されている。本講演では、レーザー転写技術の国内外の開発動

向とともに、我々がこれまで独自に開発してきた 2種類のレーザー転写法についてご紹介する（Fig. 

1）。特に最近進めている技術開発として、機能性薄膜の転写があり、シリコーンゴムの高い衝撃

吸収性と密着性をもつ光スタンプを開発、これまで難しかった脆性物質についても形状を保持し

たまま転写できることが分かってきた。またレーザー転写構造と基板との界面形成についても検

討を開始したので、これらの最新の研究成果についてもご紹介したい。 
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Fig.1. Schematic of on-demand delivery of (a) nano/micro-dots and (b) functional films by LIFT. 
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